
新たな価値を作り出した
生産者と職人の挑戦

加藤 博久 Hirohisa Kato

六次産業農業者



自己紹介

加藤 博久

►2012年 就農
►2015年 いちごの栽培を開始

►一粒ずつの味にこだわり、管理が行き届く範囲で栽培。
►都心にある農園だからこそ、完熟の美味しいイチゴを提供

Hirohisa Kato

【栽培のこだわり】

【経歴】
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練馬区内の飲食店

ピッツェリアジターリアダフィリッポ 岩澤 正和（Masakazu Iwasawa）

店名 店主

2



２００６年世界一になったマルゲリータ
なぜ練馬野菜を使ってピザの世界大会に

挑んでいるのか？
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世界品質の「生産者とのつながり」
練馬区産野菜のお客様からの反応は？
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練馬区内の和菓子店

あわ家惣兵衛（あわやそうべい）

佐藤 公明（Kimiaki Sato）

店名

店主
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練馬区に昔からあった栗
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ねりま和菓子の里プロジェクト



都市農業の価値を高める

新しい価値農家
プロフェッ
ショナル
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今年の練馬江戸栗プロジェクト



江戸栗×職人・シェフ＝⁈
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都市農業の価値を高める

新しい価値農家
プロフェッ
ショナル
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